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【目的】
近年､世界的に海洋資源の枯渇が深刻な問題となってきている｡世界的な需要の増加及
びそれに伴う漁獲の増加によるものが原因である.そのような海洋資源の1つにナマコが
ある｡中国の経済発展と共にナマコの需要も高まり､枯渇問題により捕獲禁止となった例
が世界各国にある｡日本でもナマコ輸出価格や漁獲量が上昇している｡しかし､枯渇問題
に至ることはなかった｡諸外国と違い､日本のナマコ資源管理漁業は何故に有効に働き継
続できているのか｡他国との政策との違いは何なのだろうか｡この修士論文はその点に着
目した研究である｡
日本のナマコの資源管理に関連して､重要なポイントとして資源の自主管理､それを支
える組織､自主管理を可能とする条件といったことに着目する必要がある｡,国内で出荷量
第1位､一2位を占める北海道と青森県の3つの事例を基に､漁協をベースとした資源管理
の成功要因をコミュニティーの存在と収益性の2点を中心に検討を加え､諸外国のナマコ
資源管理に必要な含意を抽出する｡
【方法】
ナマコ資源管理型漁業の実施状況について､管理主体である漁協での事例を基に調査を
行い分析する｡調査内容としては､資源管理の主体となっている漁協での聞き取り調査に
おいて､以下の点に着目する｡
･漁協における管理規定と虚偽報告やその防止のための方法
･漁業者と漁協の間の合意形成
･単価を高く維持し､収益性を高めるための方策
【分析結果】
3漁協とも管理規定をそれぞれ独自に考案作成し､実行していた｡管理のモニタリング
等は行っているものの､大方は漁業者に任せることにしていた｡漁業者と漁協の間で総会
及び集会を開き､漁業者の意見も取り入れつつ方針を決定していくという体制をとってい
た｡また､単価を高くするための方策として､品質保持､加工場-の出荷のラインの確保､
産地表示等によるブランド化等の努力が見られた｡
【結論】
漁業者自体が参画できる場を設けるなど､漁業者の自主性を尊重した実効性のある資源
管理が行われている｡このことが実現したのは､地域性と共同意識､そして構成員相互に
信頼感をもつコミュニティーが存在し､このことを前提として収益性や生産性を高めるよ
うな組織としての漁協が存在しているためである｡
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